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対象とする問題の概要 

本稿は、ザンビア都市部の家内工業によるワイヤーおもちゃの製造と廃材の利用に関す

る調査報告である。ワイヤーおもちゃ（Wire toys）とは、銅、スチール、アルミなどの

金属製のワイヤーを用いて乗物、動物、生活用品などのモノの様相を表現したおもちゃで

ある。その起源はジンバブウェおよびその近隣諸国とされているが（Deregowski 1980）、

Donlon（1999）では南アフリカが発祥とされるなど諸説ある。このおもちゃに関する先行研

究には、おもちゃの使用材料に着目しその違いを説明した報告（Deregowski 1980）や、お

もちゃを工芸品（art craft）と捉え、その成長と修正の歴史のヒントを示唆するような研究

（Donlon 1999）が存在する。以上の諸研究は、どれも既製品の様相や使用材料に着目したも

のばかりであり、おもちゃの作り手がどのようにワイヤーおもちゃを製作し販売するかにつ

いて論じた文献はない。 

 

研究目的 

 本研究は、アフリカの一都市で家内工業としておもちゃを作り売り生活を送る、作り

手の視点からワイヤーおもちゃ（写真 1,2）の製作過程および販売についてその実態を

明らかにすることを目的とする。上記目的より以下の 3 つのリサーチクエスチョンを導

出した。 

①作り手はどのようにおもちゃを製作しているのか 

②作り手はどのようにおもちゃの材料を収集しているのか 

③作り手はどのようにおもちゃを販売しているのか 

調査期間は 2019 年 11 月から 2020 年の 2 月までの 88 日間で、調査地はザンビア第 2

の人口を誇るコッパ―ベルト州キトウェの居住域である。本調査では、キトウェ市に居住

するおもちゃの作り手数名からの聞き取りと、その製造作業に参加させてもらい、手押し

の自動車やモーターバイクなど主に乗り物のおもちゃ（プッシュおもちゃ）を製作する過

程を観察し、材料と製作手順を記録した。また、おもちゃの販売にも同行し、その実態を

記録した。 

 

フィールドワークから得られた知見について 

 ①～③のリサーチクエスチョンに則って以下に得られた知見を報告する。 

①作り手はどのようにおもちゃを製作しているのか 

 今回協力してくれた全ての作り手が、コンビネーションプライヤ（以下プライヤ）を主



の製作用具として用いおもちゃを製作していた。基本的にはこのプライヤを用いてワイヤ

ーを屈曲・切断して乗物の形に成形する。おもちゃに用いられるワイヤーは大きく分けて

2 種類あり、ベンバ語で Amawire と呼ばれる直径が 2mm 以上のワイヤーで乗物のパーツ

を成形し、inkaki という直径 1mm 程度の細いワイヤーを巻き付けることでパーツ同士を

連結させ、おもちゃを組み立てていた。また、作り手の中にはプラスチックや古布などを

用いて装飾を施す者もおり（写真 2）、プラスチックの接着に金属と炎を用いたり、針を

用いて古布を縫製したりと、作り手によって使用する材料と用具にばらつきがあった。制

作作業は基本的に作り手の自宅で行われており、作り手の中に常雇で働いているものは存

在せず、おもちゃの販売だけで生計を立てていると言う者もいた。 

②作り手はどのようにおもちゃの材料を収集しているのか 

おもちゃの主材料となるワイヤーは Amawire、inkaki 共に産業プラントで働く友人や

近くの金物屋（hardware shop)から、廃ケーブルから取り出した中古品を購入していた。

本体やタイヤの装飾に扱うビニール袋やスナック菓子の袋、ペットボトルキャップなどの

プラスチックは一部を除いて作り手の自宅付近の路上で拾われた固形廃棄物であった。 

固形廃棄物の管理の不徹底は負の面が強調されることが多い一方で、これらの地域社会

が排出した廃棄物を用いておもちゃを製作・販売することが、作り手の生計の一助を担う

側面もあるようだ。 

③作り手はどのようにおもちゃを販売しているのか 

 主に路上の定点に商品を並べ販売する形を取っており、ガソリンスタンドの目の前、ポ

リスチェックポイントの手前など、自動車が減速する位置を狙って販売地点を選んでいた。 

 

反省と今後の展開 

 Amawire や inkaki などのおもちゃの主材料となる中古のワイヤーを金物屋（Hardware 

shop）がどのように得ているのかについて、今回の調査では少数の業者にのみ聞き取りを

した。今回の調査でキトウェ居住域を歩き回り 100 件以上のワイヤーを取り扱う業者を

見つけたため、次回は彼らを対象に質問票調査を行いより多くのデータを得たい。また次

回調査では、ワイヤー以外の材料についてもその発生元を明らかにするとともに、作り手

の材料収集にも同行し、彼らがどのような判断基準で材料を選んでいるのかを調査する。 

 その他、おもちゃの重量測定や材料となるワイヤーの EDX 分析を行い、また作り手およ

び買い手がおもちゃをどう評価しているのかを聞き取ることで、おもちゃそのものについ

ての理解を深め、ワイヤーおもちゃが調査地周辺においてどのように認識されているのか

を明らかにしていきたい。 
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写真 1：Motoka と呼ばれるピックアップトラックのおもちゃ 

 

 

写真 2：モーターバイクのおもちゃ 

 


